
拙

痢

イ

ギ

リ

ス

便

り

は

第
五
笹

罪

1
幼

毒

矢
四

凶
t

Cambrid
g
e･

C
a
lnt,ridge
で
は
地
租
壌
部
1

0
xford
の
坪
Jr.q
猫
止
し
た
鉱
物

に
.な

い
の

で
､
Sedg
w
ic一ハ
g
eO
lo
uq
ica
l
Aluseum
内
の
教
書
が
之
に
充

て
ら

れ
て
ち
り
よ
す
'
Jtead
e･
の

P
h
i-ip
L
ake
教
授
仲
裁
御
宅
に
訪
ふ

て
'
賠
切
な
泉
門
i
J受
り
iL
､
ぎ
lllSel一m

は
三
障
道
の
･脱
大
九･i地
物
で
'

三
隅
は
.
M
u
settm

o
r
P
etro
log
y

艶
に
其
の

L
at)0-tl･tJrY
で
､
二
倍

は

G
eo
lo的
γ
の

M
l.S
e
tlm

に
F
つ
て
居
る
､
l11p
rr
教
授
に
耐
食
'
束

内
か

得
て
'稚
児
す
ろ
0
石
船
仲
代
の
造
物
か
ら
順
次
に
縦
列
さ
れ
イ･
居

り
t
S
ed
,,三
tCk
M
us
e
m

n
主
苫
ふ
だ
け
に
'
^
d
巴
n
S
e茸
ま
ck
の
･甘
倣

bTI{り
'
罷
免
T,よ
り

が
誰
カ
に
収
か
引
く
｡
教
授
ほ

13Ds
prim
ig
en
il一S､

Ih
w
e〓
F
en

の
軸
骨
中
に
石
斧
の
rJ
～
つ
て
居
ろ
横
木
九
嬉

し

'珍

ら
し
い
棟
木
で
あ
る
七
･説

明
さ
れ
ー
十
二
つ
P
一〉PO
tl
m
tLS
の
火
4
'な
せ
や
､

Iio
m
o
D
i1Iu,iltejtil

の
珍
ら
し
い
化
石
'
P
tesiusl亡
ruS,

)1n
C
r
,J
P
t･

eru
l,
Li
as･W
h
it[,y
¢
大
き
な
化
石
租
に

C
lm
l)ridge
地

方
の
地
懸
た

る

G
leen
S
and
中
･･{り
験
見
て
ろ
軌
小
化
石
等
に
灘
て
托
特
に
疏
明

を
加

へら
れ
ii｡

階
下
は
地
州-1
畢
部

で
'
巌
大
tqT<
室
が
三
富
在
･(..
立
関
に
攻
ぐ
軍
は/
陳

列
室
で
'其
未
側
の

7
部
砂
別
し
て
二
重
に
分
け
'

1
室

(G
ran
d
1.1
oo
r

寺

田

月

次

R
o
Dm

6
)
は

P･h
ke軟
控
の
室
で
'

1
方
は
証
に
貯
路
に
耐
し
､
二
一

カ
の
壁
に
は
罫

棚
ー
地
陶
箱
中
盤
粧
し
､
中
央
Ll
盤
社
用
小
机
敬
脚
私
髄

+(
'
栂
流..樽
型

;
悩
み
僻
へ
て
居
,<.'
次
の
室
は
地
脚
室
で
､
用
間
に
寄

棚
､
地
跡
絹
hi恵

子
､
1-1
火
に
火
中
十
九
怒

ミ

測
地
用
具
hA

J僻へ
､
カ

タ
ロ
グ
箱
'
地
球
供
花
と
kA,縦

へ
て
居
ろ
､
寺
棚
で
は

.T･
W
.
C
lark

C
o
tlectio
･･,
弧
に

S
ir
JoT･n
F
r冒
k
lin.
の

鬼
塊
に
か
1
ろ
旗

行
紀
鰍

払
拭
し
'
U
･1iv
ersa
l
g
c
ogTaPh
J･,
D
ietium
Zre
g
ao
uqr
aph
;q
Lle
d
e

h

S
tlisse,

E
ncy
etop
ped
il

Th･ltlr)icl
ち
勧
め
'
地
単
純
誰
粗
か
棚

へ
て
居
t<･｡
舟
場
胞
の
萌
集
i
多
-
仰
望
に
か
け
ら
れ
て
居
il､
陳
列
室

は
入
口
に
並
4
,部
分
に
は
栄
石
の
.利

用
横
木
か
碓
集
し
.'
甘
代
よ
り
現
今

に
至
る
.i.JJ
e
,熔
次
に
な
ら
べ
て
居
ろ
'
例
へ
ば
古
く
か
ら
用
ゐ
ら
れ
小
い石

臼
と
か
ま
ふ
風
の
も
の
で
'
贋
常
に
よ
り
利
用
法
の
典
t･.居
る
底
な
ど
,面

良
-
眺
･f
た
ー
室
の
充
仰
'
帥
研
光
富
と
の
鳩
界
に
;:a
d
壁
ほ
]
群
地
質

標
木
棚
に
な
り
'
建
築
石
材
桜
木
か
納
経
し
て
居
ろ
､
(Sp
e
cim
en
s
o
f

C
olo
n
in･l
k
roreig

P,tLitd
in
叩
S
to
n
es
V
攻
の
室
も
脱
大

で
､
旅
鼓

室
.8
%棟
木
陳
列

笠松
L<

し

､
其
i
隅
(左
側
)に
教
職
も
放
り
､
姓
徒
州
机

ん
並
べ
て
居
ろ
'他
は
室
の
右
側
､左
側
共
に
陳
列

品
を
以
て
充
i
iL
､
用

壁
に
は
地
組
み
か
け
TJ
居
ろ
'
M
.
n
te
V
csu
v
.+O
の
痕

酌
'
-W
･
V
esT･

v
ius
の
地
Q
.的
校
地
'
伊
大
利

模

型

.

天

惟
模
型
､
大
形
地
球
依
'
各
班



岩
石
模
本
､
C
oastal
P
lain
and
M
o
unt･1h
模
型
t
等
凱
多
い
中
に

も
牝
が
訴
京
大
拳
か
ら
寄
附
L
il地
聾
に
賄
す
る
模
型
は
興
味
も
以
tJ
眺

め
L
l･
(M
od
el,
sh
oJ一･i□
g
tT･･e
m
o
tion

O
f
an

E
arfh
･P
altic
le
･

c
ot.stru
tted

P
rof.
S
.
Seki)･a,
788
7
irL-
A
+
3
i

EZ)
脚
壁
に
か

けY
あ
る
,
ダ

エ
ス
ピ
ア
ス
蛾
教
'
the
B
on
d
htlS
g
laci｡r･
ナ
イ
ヤ
〟

ラ
輝
布
の
寓
最
J
眼
を
引
い
i
l'
其
次
の
室

は
階
段
室

で
､
其
左
叫
の
小

室
は

M
ap
･room
か
t
･L
t
中
山
･JL1
草
子
本
荘
r～
ー
地
球
餓
ん
僻

へ
､
両

壁
は

)
神
棚
か
装
置
)
.
各
椛
掛
団
か
保
存
し
て
居
り
､
棚
の
外
側
は
日

光
か
防
ぐ
病
め
布
を
畢
し
て
居
ろ
､
其
の
攻
の
室
に
腐
大
t･H室
で
諦
蛍
で

あ
る
,

一
役
か
低
均
て
牛
徒
川
机
が
叫
(
て
あ
る
'
取
有
人
も
噂
に
収
容

し
締
る
旗
さ
で
あ
る
,
黒
坂
は
大
き
-
､
蛾
脱
輪
'
幻
輝
の
設
備
も
整
て

居
り
-
大
き
な
時
計
･J
注
意
か
引
い
㌔

教
授
_‡
'
案
内
し
て
下
し
㍗
h
k
c
康
が

1
九

1
九
牛
氷
R
e
a
d
er
で
'

R
.
W
.
S
tan
n
ersT
E
･
A
･
B
cniansJ
F
ray)k
D
cben
b
atn
'
A
･
C
･

H
ad
d
oロ
.
J.
A
･
S
teers,
J
･
芦

W
aTd
ie･
B･
L
･
hlann
ing
締
式

が
居

る
t
Lak
e
氏
-

Phy川ical
G
c.
g
Ta
P
h
y

能
に
G
eom
orp
h
.
1og
y

か

S
tan
tlerS
式
は

1iist.r
ical
and
P
o
lhica
l
ge
.=m
phy.
弧
に

E
c
onom
ic

g
eog
ra
ph
y

を
'
D
eb
en
h
aTn
氏
は

T
.po
g
Ta
Phical

s
uzyey
及
び

C
art.gra
phy
聖

H
addo
n
氏
に
'
人
簸

地

理

聖

MatLning戊
は

歴
史地
租空
W
ar
die
tq
に
梅
坪
噂
を

S
.
0
td
h
an

戊
は
鞄
的
教
且
の
照
史
空

Q
u
ig
g
in
塊
に
An

th
ro
p
o
g
e.
,qTa
p
lly
h
.

G
prd
in
er
氏
は
免
候
か
紡
じ
て
居
ろ
｡

賓
で
為
に
'
ケ
y
7
8
ツ
ヂ
り
地
畢
教
室
に
芸
は
ゞ

陳
列
室
が
主
i1
ろ

も
の
で
'
研
究
室
と
し
て
の
設
備
は
殆
iJ七
い
と
甲
し

て
も
よ
い
租
で
も

イ
ギ

ザ
ス
僻
り

る
､
然
し
大
桑
の
㈲
巷
pEESは
庶
大
叱
1
の
で
囲
番
の
仙
'
古
い
時
代
か
･･..

の
地
階
6
.蒐
集
が
完
備
し
､納
内
に
は
他
国
の
室
が
別
に
絶
倫
さ
れ
壷

の

中
央
に
長
大
七
地
豚
箱
二
個
私
犯
べ
､現
象
の
地
園
を
整
理
し
て
あ
っ
㌔

五
､
.
靖
a
i
ch
e
stet･.

L.ranch
cste
r
大
拳
で
は
地
畢
部
は
､
大
挙
本
館

O
w
en
C
o
+tLege
か

ら
少
し
偶
C
A
rt
部
の
立
披
jiu･鉱
物
の
傍
に
在
る
'
幼
質
燐
教
室
の
T
部

か
利
用
し
L
l･1
の
で
'
小
さ
い
種
-
御
粗
末
竺

二
階
法
の
縫
物
で
ち
る
｡.

幡
黒
介J
狭

い
階
段
を
登
る
と
1
寸
L
iJ横
間
に
出
ろ
'
左
側
の
壁
に
抽
出

付
の
地
相
棚
も
僻
へ
､
掛
掛
を
保
有
し
て
居
る
ー
ケ
ン
7
-
ツ
ヂ
等
と
同

様
棚
に
は
和
み
垂
れ
て
日
光
を
随
で
居
ろ
｡
右
側
に

一
室
在
る
教
室
で
相

潜
の
就
き
在
荷
し
て
居
る
が
､
天
井
が
低
-
Y
敬
陶
し
い
ー
正
面
の
頓
に

典
故
み
か
け
'
入
口
の
右
側
の
壁
に
は
柵
出
付
の
地
脚
箱
か
欄
へ
､
大
地

球
儀
む
を
粧
し
て
居
た
'
室
内
に
は
蜘
同
室
八
脚
を

7列
に
皿
べ
て
あ

り
'
訪
問
し
六
時
に
_‡
櫛
人
の
選
生
が
二
三
宅
地
櫛
の
簡
習

わ
や
つ
て

居
t
t
三
階
は
二
室
に
分
れ
､
最
初
の
宴
は1
三
脚
位
の
小
さ
い
室
で
'
瞥

興
部
の

R
ead
er
W
･
lI
･
B
arTハC二

J3･
S
c
･
(･on
d
.tl)
武
の
室
cJ
あ

る
､
訴
エ
-
簡
骨
す
る
串
が
出
水
と
'
柘
-
懇
切
に
教
室
在
米
内
し
て
-

れ
ら
れ
'
氏
の
研
究
し
成
る
出
版
物
な
i
:を
奄
典
さ
n
i
l､
瓦
斯
ス
ト
ー

ブ
か
後
に
L
Y
机
か
凍
え
､
前
面
に
番
棚
み
荘
･o
I
左
側
に
抽
出
付
地
圏

箱
か
備
え
で
居
L
t
カ
タ
ロ
グ
箱
i
幣
捜
し
て
あ
っ
た
'
攻
の
室
は
少
し

淡
い
富
で
'
畢
捉
用
の
阿
脊
茎
で
あ
る
､
脊
棚
に
は
激
甚
と
は
芸
へ
な
い

け
れ
ど
も
参
考
苔
む
備
え
'
机
が
二
脚
置
か
れ
'
地
球
儀
1･.と
も

備
え
て

あ
る
'
四
階
も
三
階
と
同
糠
に
二
重
に
別
れ
て
居
る
､
虚
根
基
で
も
ろ
か

正

大
五



地

･
･

噂

ら

叫
厨
､
天
井
-
低
く
陰
免
で
あ
る
｡
最
初
の
宝
は
小
笠
で
教
授
室
で
わ

る
､
A
ss小Stan
t
の

1rer)e
J
.
C
l一rn
OttS
(a

A
.
i
,,n
d
〇n
)
セ
兜
の
富

に
七
つ
Y
居
ろ
､
倍
数
大
袋
の
川
易
で

Ly
d
e
酔
按

の
.円
熟
で
あ
る
の

で
'
紹
岡
地
撰
者
と
し
て

L
y
d
e
致
授
h.b耶
接
し
て
居
た
｡
其
の
典
の
L

宅
は
果
樹
軍
r
T
僅
屋
根
表
に
階
て
居
る
の
で
､
尾
根
ね
利
用
し
て
棉
千

鶴
に
屯
L
'
光
組
み
と
ろ
に
描
せ
し
め
て
周
る
､
其
の
下
に
離
間
川
の
草

子
と
､
柵
干
椴
松
鶴
牧
L
il
T
rpcin
g

tab
le
と
な
各

一
脚
S:;
さ
､
周

壁
に
は
11
棚
形
の
地
脚
荷
'
抽
出
付
の
舶
固
箱
'
漁
に
丈
の
高

い
掛
同
人

も
備
え
て
居
ろ
､
教
案
の
様
子
は
ざ
っ
と
･
.ん
,.U
も
の
で
'
小
規
模
で
代

わ
り
､
地
物
ほ
質
帆
で
は
み
る
け
れ
ど
も

7
池
の
設
備
は
山
氷
て
居
ろ
楼

ii
腰
ほ
れ
､満
載
の
如
き
L
､
(H)
P
h
.vsictTLl
g
eo
lo
g
y
al･d
g
eog
rap
h
).

(2
j
th
e

E
tem
en
ts

o
f
E
e
teoroIE,gY
a
n
d
tly
d
r･〕g
rap
h
y
(3)

O
tE
in
e
o
f
general
an
d
le,Crionat
g
eo
,TTa
Ph
y

(4
1
G
B0graPlTy

o
f
trad
e
an
d
com
m
erce
(5'
G
eoNrPP
h
y
o
r
sp
ec
ialp
e
giollS
L6)

トルeg
岩
n
lt
g
eO
graP
hy
｡
f
こ
1e

12n
d
o

of
th
e
N
orth
A

th
n
tic

B
邑
n
w
ith
SP
eCill
leferenCe
tO
th
e
B
ritis】こ
sles
(
7
)
S
p
ecilt

reg
iJn
S
(S
)
w
orld

h
isto
ry

of
g
eog
rap
h
…clt
d
isco
very

(9)

C
artogr
a
p

h

y
(HO)
tl･･e
h
…story
.
r
C
lrtOgraPh
y
･
に
別
ち
各

･々y

覗
か
も
祝
ぜ
ら
れ
て居

ろ
O

宋

t

L
i
v
e
r
p
o
o
l
.

L
iverp
oo
l
大
選
で
は
地
租
輿
は
句
滴
り

Fpcu
ltT
O
f
A

TtS
に
設
記

さ
れ
て
居
り
､
S
ch
o
ol
o
f
G
e
品
rl
p
h
y
と

耶
して
大
塔
本
館

の
耐
力
約

三
町
の
盛
｣
A
berclOrrLhy

Sqtlare
の南
側
に
位
し
て
居
り
'
.考
下
畢

第
五
懸

濁

i
埼

宍

兜
衆

教
室
と
張
ん
で
啓
施
仕
宅
式
の
地
物
の

7
即
が
之
に
充
て
ら
れ
て
あ
り
鼓

す
､
教
授
軍

-
･
R
end
er
の

R
DIh
y
教
授
肱
に

lハ
in
v
ig
教
帽
に
耐
曾

チ
-r･O
T
陛
授
米
の
加
え
る
時

で
あ
っ
た
か
ら
ー
助
手
の
W
･
S
m
ith
戊

に
命
じ

て
家
内
し
て
下
し
た
'
川
桁
塊
で
t
let
n
OOT

は
入
日
の
売
捌

が
二
室
に
な
り
'
入
口
に
近
い
カ
の
宰
ほ
相
川
に
茄
問
位
の
宴
で
､
阿
番

第
で
あ
る
ー
中
央
に
閲
悪
用
の
机
教
脚
私
置
き
､
周
蛇
に
弛
繭

か
伸
へ
､

飴
り
敬
に
放
て
は
豊
富
で
i:5
い
り
れ
ど
も
'
地
嬰
研
究
上
普
通
,.,l
脊
物
h
.A

分
捕
し
て
北
べ
て
み
る
.
T
h
e
ro
u
nd
tal'1e
(L
on
d
on
,
ソ
LILCm
iltpn

&
C
o
,L
op
gm
an
.s
G
a
zetter
DF
ihe
w
.rTld
こ
しy
G
.
G
I
C
h
ish
c,lm
),

C
an
t,riへtg
e
C
ou
n
try

g
eo
uum
p
h
y
(各
州
別

約

五
十
秒
)
等
に
純
忠
わ

引
il､

2

.

td
flo
o
r
･1
同
様
二
富
に
別
れ
'
肘
紺
に
面
L
i
:カ
げ
､
T
故

国
苔
室
､
と
ま
側
と
の
･Ljl部
Ll
懲
り
､
欠
講
党
に
な
っ
て
居
ろ
1

1
カ
の

側
に
黒
磯
･htJか
け
､幻
倍
絡
み
備
え
'
小
形

一
人
用
の
机
祖
多
数
に
放
べ
､

周
蛇
に
ほ
弛
壌
上
亀
背
と
iLi
名
牡
弊
各
地
の
風
浪
筑
最
み
抱
け
て
盤
師
と

し
て
居
A
.切
放
の
他
流
､細
評
の
軌
州
輝
親
分
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